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第 二 回

出席 者

ヵR者5フ ォーラム

世士身詐 J平
―パグウォッ

来 世 代 京 者ヽフ ォ

シュ会議 を起点 として 一
― ラ ム

時

催

日

主

テーマ :将来世代への我 々の良心 と行動

1995年 8月 3日 (木 ) 4日 (金 )

京都 フォーラム・ 財団法人将来世代国際財団

ハ ク
・

ウォッシュ会議関係招待者

ProfessOr 」ohn P.H01dren(UoS.A.)

ProfessOr FrancescO Ca10gerO(Italy)

ProfessOr Ogtnlade DavidsOn(Sierra teOne)

Academician Vitalii I.Goldanski(Russia)

Dr.Venance 」ourne(France)

D「 .Martin M.Kaplan(Switzerland)

ProfessOr Maciej Nalecz(P01and)

ProfessOr 」oseph Rotblat(UK)

ProfessOr Bhalchandra M.UdgaOnkar(India)

ProfessO「  serguei Кapitza(Russia)

M「 .Sverre Lodgaard(Switzerland)

ProfessO「  Hans― Peter Durr(Germany)

△
バ(司

座  長

企画委員

〃

〃

〃

事務局長

清水 栄

金 泰昌

井上希道

西岡文彦

林 勝彦

矢崎勝彦

(京 都大学名誉教授 )

(前 韓国忠北大学校行政大学院院長 )

(芸州忠海少林窟道場主 )

(伝統版画家 )

(株式会社NHKエ ンターフ
゜
ライス

・
21ェク・セ

い
クティフ

・マネーシ
゛
ャー)

(株式会社フェリシモ代表取締役会長 )

敬称略 。順不同



７
′

日本

(パ グ ウ

(京 都 フ

オッシュ会議 日本側招待者 )

小沼通二 (慶 応義塾大学教授・素粒子理論 )

山田英二 (金 沢大学名誉教授・素粒子理論 )

ォーラム側招待者 )

S.ラ ンファル (前 イギ リス連邦事務総長 。前世界保護連盟総裁
地球ガヴ ァナ ンス委員会共同議長 )

岡田武彦 (九 州大学名誉教授 。中国哲学 )

小松智光 (寂 光院門主 )

北山正迪 (奈 良女子大学名誉教授 。国文学 )

中村 元 (東 京大学名誉教授・仏教学 )

盛永宗興 (前 花園大学学長・臨済宗師家 )

藤永太一郎 (前 奈良教育大学学長・京都大学名誉教授 。分析化学 )

沢田敏男 (前 京都大学学長 。日本学術振興会会長・農林土木工学 )

坂本慶一 (福 井県立大学学長・京都大学名誉教授・農業経済 )

海野和三郎 (東 京大学名誉教授・天体物理学 )

中村雄二郎 (明 治大学教授・哲学 )

森一久 (原 子力産業会議専務理事 。理論物理学 )

岡田節人 (京 都大学名誉教授 。発生学 )

河合隼雄 (国 際 日本文化研究センター所長
ジ ヨ~ジ ・マル クス (ハ ンガ リー・プ タベス
牧 二郎 (京 都大学名誉教授 。素粒子理論 )

・ 京都大学名誉教授・臨床心理学 )

卜大学教授 。原子物理学 )

広中平祐 (ハ ーバ ー ド大学教授・京都大学名誉教授 ・数学 )

法橋 登 (元 国連国際原子力機構特別研究員 。国際生命の起源学会会員・
認知科学 。生命科学 )

稲盛和夫 (京 セラ会長・京都商工会議所会頭 ))
川那部浩哉 (京 都大学生態学研究 セ ンター所長・生態学 )

石川光男 (国 際基督教大学教授 。生物物理学 )

桐島洋子 (作 家 )

川村永子 (大 阪府立大学教授 。宗教哲学 )

高木仁二郎 (科 学評論家 )                 .
石井誠士 (兵 庫県立看護大学教授 。哲学 )

フランソワーズ 。モ レシャン (共 立女子大学客員教授 。国際文化交流 )

早川博信 (福 井県衛生研究所・放射線計測 )

原田憲― (山 形大学教授・地球科学 )



〆

基調講演 :中 村 元 (東 京大学名誉教授 )

S.ラ ンフ ァル (前 イギ リス連邦事務総長・前世界保護連盟総裁

地球ガヴ ァナ ンス委員会共 同議長 )

敬称略 。順不同

◎宣 言

◎ 出版 (英 語 。日本語 バ イ リンガル版 )

◎ TV番 組 化 は現 在 交 渉 中



第 2回 世 界 H平 来 世 ″伏 l夢業 者Б7ォ ーー ラ ム
ー被爆 50周年、パグォッシュ会議を起点として一

● 1

会場

テーマ :将来世代への我々の良心と行動

95年 8月 3日 (木 )

国立京都国際会館

9:00 開会挨拶   清水 栄  (京都大学名誉教授

9:15 基調講演   「将来世代への我々の良心と行動」

9:15  「将来世代への我々の良心と行動」"

Shridath Ramphal卿 (前 イギリ

10:30

11:45

13:00 昼食

14:Oo バグウォ

14:30 討論

18:00 終了

ッシュ会議・広島の報告/ス テー トメント
ProfessOr 」ohn P.H01dren

● 1995年 8月 4日 (金 )

会場 :国立京都国際会館

参加者スピーチ  「将来世代への我 々の良心と行動」

京都フォーラム 座長 )

隣人愛の立場から"

ス連邦事務総長・前地球サミット賢人特別会議議長 )

「将
奄見縄ょ鼻考彙1景記れ17」

"パ グウオツシュ会議の立場から"

「
亀溝ギ毎ど

の
梅鍵瑾m)"仏

教学の立場から"
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